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事業概要 

  １．はじめに 

    平成２５年度の事業計画策定にあたっては、中・長期的視点にたち、今日まで培ってきた財団

の機能と特色づくりを最大限に活かして、福井県の文化の振興とゆとりとふれあいのある地域 

づくりに貢献することとした。 
    平成２４年度の公益財団法人への移行を機に、県、市町、県内文化団体との連携を一層密にし

て、地域に根ざした信頼される公益財団として、次の重点施策を中心に計画的かつ効果的な事業

の推進を図った。 
 

  ２．事業の実施概要    

        平成２５年度に実施した事業の概要は、次のとおりです。 
 

１）地域文化及び科学技術の振興、並びに青少年等の人材育成に関する事業 
（定款第 4条第 1号）                 決算額 14,230,000 円 

 
（１）市民文化団体の活動に関する事業に対して助成                １２団体 
（２）各種団体（サークル）活動に関する事業に対して助成              ３団体 
（３）海外との芸術文化の交流に関する事業に対して助成              １団体 
（４）地域文化の醸成・継承活動に関する事業に対して助成                  １２団体 
（５）ボランティア団体の活動に関する事業に対して助成                ５団体 
（６）市民芸術文化団体の活動に関する事業に対して助成                     ８団体 
（７）伝統芸能・伝統行事保存と継承者の育成に関する事業に対して助成    １４団体 
（８）郷土史の研究活動及び文化遺産の伝承に関する事業に対して助成        ３団体 
（９）若狭路民俗文化等の継承・保存事業 

財団主唱事業として「若狭路」の民俗文化を将来に引継ぎ、伝承・保存するため

に、「若狭湾沿岸の産小屋資料集成」を平成２５年度事業として若狭路文化研究会

と共同出版した。                           
（１０）福井県高等学校総合文化祭育成支援事業  

            平成２５年６月から平成２６年２月に開催された福井県高等学校総合文化祭で  
高校の文化部門の振興・育成を図るため、音楽フェスティバル、新聞展、芸能祭、

及び演劇祭等を開催する福井県高等学校文化連盟に助成した。 
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（１１）県かきぞめ競書大会・作品展 
        県下小・中・高生及び大学生を対象とする書初め作品の公募・席上揮毫大会など 

第７８回県かき初め競書大会に特別協賛し、２月８日（土）に行われた表彰式で  

推薦作品中、小・中学生１１点に財団賞を授与した。 
（１２）ふくい風花随筆文学賞 

福井県出身の作家、津村節子氏の随筆集「風花の街から」にちなんで随筆作品を  

全国から広く募集する第１７回「ふくい風花随筆文学賞」に特別協賛した。２月２

１日（金）最終選考委員会が開かれ、入賞作品が決定し、３月１５日（土）福井新

聞社風の森ホールで授賞式が行われた。尚、優秀賞作品のうち、一般と高校生部門

から各１名にげんでんふれあい福井財団賞を授与した。 
   応募作品数 ３，０８１編（一般の部１，７２６編、高校生の部１，３５５編） 

         最優秀賞  ２名（一般の部 １名、高校生の部 １名） 
         優秀賞  １０名（ 〃   ５名、  〃   ５名） 
         佳作    ４名（高校生の部）、奨励賞  ２０名（高校生の部） 

 
 

２）ふれあい及びゆとりの創造に関する事業（定款第４条第２号） 

                             決算額 3,637,695 円 
 

（１）優れた芸術公演、展示の開催に関する事業に対して助成          １団体 
（２）環境保全実践団体の活動に関する事業に対して助成             ３団体 
（３）文化講演会の開催（嶺南地区） 
   ・講 師  菊地幸夫氏（弁護士）   ・演 題 「出会いの人生から学んだ事」 
  ・共 催  敦賀市連合婦人会 

平成２５年４月２０日（土） 敦賀市中郷公民館 
      （４）文化講演会の開催（嶺北地区） 

 ・講 師    金澤泰子氏（書家）    ・演 題 「ダウン症の子と共に生きて」 
          ・共 催   福井県連合婦人会 

平成２５年７月７日（日） 福井県生活学習館 

（５）文化講演会の開催（嶺南地区） 
 ・講 師  金田一秀穂氏（杏林大学外国語教授、 日本語学者） 

・演 題  「心地よい日本語」・共 催   小浜市連合婦人会 
平成２６年２月９日（日） 小浜市文化会館 

（６）音楽会等への協賛事業 
１）福井新聞社主催 「第２回ふくい和太鼓選手権」に協賛      

           平成２５年８月１１日（日） 福井フェニックス・プラザ  

       ２）福井エフエム放送主催「FM 福井ビートフェニックス」に協賛  

           平成２５年９月１６日（月・祝） 福井フェニックス・プラザ 大ホール 
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３）福井新聞社主催「劇団民藝福井公演『アンネの日記』」に協賛          

           平成２５年１１月４日（月・振） 福井市文化会館      

        ４）福井県文化振興事業団主催「ﾜﾝｺｲﾝ･ｵﾙｶﾞﾝｺﾝｻｰﾄ（VIOLIN meets ORGAN）」に協賛     

           平成２６年１月６日（日） 福井市・ハーモニーホールふくい 

            ５）パレア若狭主催「今川裕代・大谷研人ふたりのﾋﾟｱﾉ･ﾃﾞｭｵｺﾝｻｰﾄ」に協賛          

      平成２６年３月９日（日） 若狭町 パレア若狭 音楽ホール     

       ６）福井県文化振興事業団主催「平成２５年度福井県新人演奏会」に協賛     

                     平成２６年３月２３日（日） ハーモニーホール             

 
 

３）その他目的を達成するための必要な事業（寄附行為第４条第３号） 

     決算額 2,021,339 円 
   
     （１） 財団広報誌発刊事業 
       ・「げんでんふれあい福井」の発行 
          財団の事業内容・活動等について、広く周知すると共に地域文化振興のため 

県内の文化活動等も併せて紹介した。 
            ・第４５号（平成２５年 ８月） ２，７００部 

・第４６号（平成２６年 １月） ２，７００部 
・配付先：福井県及び各市町村の担当課、教育委員会、公立図書館、公民館、 

県内の小・中・高等学校並びに各福祉協議会、文化関係団体等に送付した。 
     （２） 財団ホームページによる広報    随時内容を更新。 
      （３） げんでんふれあい福井財団レポート掲載 

（一社）福井県文化協議会発行の機関紙「文協（第６４号」」に（公財）げんでんふれ 
あい福井財団レポート（４ﾍﾟｰｼﾞ）を掲載し、財団の広報を行なった。 
 

  ３．会議等    

１）理事会・評議員会 

（１）理事会 
第４回理事会  平成２５年６月１３日（木） 於：ニューサンピア敦賀 
第５回理事会  平成２６年３月１４日（金） 於：繊協ビル 

（２）評議員会 
    第４回評議員会 平成２５年６月２０日（木） 於：ニューサンピア敦賀 
    第５回評議員会 平成２６年３月１４日（金） 於：繊協ビル 

 

２）広報・企画委員会 

        第１回広報・企画委員会（広報誌第４５号） 平成２５年５月９日（木） 
        第２回広報・企画委員会（広報誌第４６号） 平成２５年９月２４日（火） 

  以 上 
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